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県本部第１回（拡大）

（１） ２０１１年８月１０日・２５日 第１０３２号 （１０・２５日毎月２回発行 昭和５３年６月２５日 第三種郵便物認可）

９月１６日（金）～１７日（土）
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「
憲
法
と
地
方
自
治
を
擁
護
し
、
大
き
な
共
同
で
新
し
い

労
働
組
合
運
動
の
創
造
を
」
を
メ
イ
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

自
治
労
連
愛
知
県
本
部
の
第
１
０
７
回
定
期
大
会
が
、
７

月
３０
日
、
蒲
郡
勤
労
福
祉
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大

会
は
、
３０
単
組
１
３
０
名
の
代
議
員
・
中
央
委
員
が
出
席

し
、「
正
規
・
非
正
規
が
ひ
と
つ
に
団
結
し
、
雇
用
破
壊
、

賃
金
抑
制
を
は
ね
か
え
そ
う
」
と
、
３
時
間
に
わ
た
る
活

発
な
討
論
を
展
開
。
住
民
の
く
ら
し
守
る
職
場
、
安
全
・

安
心
の
自
治
体
、
労
働
基
本
権
確
立
に
向
け
た
新
し
い
役

員
体
制
を
選
出
。
２
０
１
１
運
動
方
針
を
確
立
し
、
大
き

く
団
結
を
固
め
合
い
ま
し
た
。

大
会
は
は
じ
め
に
、
梅
野
委

員
長
が
「
震
災
で
公
務
労
働
の

重
要
性
が
あ
ら
た
め
て
見
直
さ

れ
て
き
た
。
た
た
か
う
相
手
は

明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
住
民

の
く
ら
し
を
守
り
、
働
き
が
い

の
あ
る
職
場
を
め
ざ
し
て
、
生

き
生
き
と
し
た
方
針
を
確
立
し

よ
う
」
と
、
開
会
あ
い
さ
つ
。

そ
の
後
、
来
賓
と
し
て
猿
橋
自

治
労
連
本
部
書

記
長
、
榑
松
愛

労
連
議
長
、
日

本
共
産
党
愛
知

県
委
員
会
を
代

表
し
て
本
村
伸
子
さ
ん
か
ら
激

励
と
連
帯
の
あ
い
さ
つ
を
受
け

ま
し
た
。

第
１
号
議
案
・
２
０
１
１
年

度
運
動
方
針
案
、第
６
号
議
案
・

当
面
の
闘
争
方
針
案
を
提
起
し

た
伊
藤
書
記
長
は
、
�
労
働
基

本
権
獲
得
を
視
野
に
入
れ
、
賃

金
確
定
闘
争
と
組
合
員
の
賃

金
・
権
利
を
守
る
た
た
か
い
を

強
め
ま
す
。
�
大
企
業
の
社
会

的
責
任
を
追
及
し
、
労
働
者
・

国
民
の
く
ら
し
と
権
利
拡
充
を

す
す
め
、
住
民
が
主
人
公
の
社

会
を
め
ざ
し
ま
す
。
�
３
万
人

県
本
部
建
設
、
非
正
規
・
関
連

労
働
者
１
万
人
を
め
ざ
し
ま

す
。
そ
の
た
め
、
役
員
学
校
の

開
催
や
総
学
習
の
追
求
な
ど
を

通
し
て
、
組
織
率
向
上
・
組
織

強
化
拡
大
が
「
要
求
実
現
の
最

大
の
力
」
で
あ
る
こ
と
を
職
場

全
体
の
認
識
に
広
げ
ま
す
。
な

ど
、
運
動
の
基
本
方
向
に
つ
い

て
提
起
。
全
体
討
論
と
並
行
し

て
財
政
小
委
員
会
が
開
催
さ

れ
、
決
算
・
予
算
に
つ
い
て
も

了
承
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
は
、

伊
藤
新
委
員
長
の
�
が
ん
ば
ろ

う
�
で
閉
会
し
ま
し
た
。

３
・
１１
の
東
日
本
大
震
災
で

多
く
の
労
働
者
が
働
く
場
所
を

失
う
中
で
も
大
企
業
は
労
働
者

を
解
雇
し
、
富
の
集
積
が
大
企

業
・
財
界
に
集
中
。
労
働
者
が

貧
困
の
道
を
歩
ま
さ
れ
る
と
い

う
結
果
が
横
行
し
て
い
ま
す
。

公
務
職
場
で
も
非
正
規
労
働
者

の
増
大
な
ど
格
差
の
拡
大
が
す

す
ん
で
い
ま
す
。

い
ま
、
労
働
者
の
た
た
か
い

は
大
変
重
要
で
す
。「
ワ
ー
キ

ン
グ
プ
ア
を
な
く
そ
う
」「
非

常
勤
・
臨
時
職
員
の
賃
上
げ
を

し
よ
う
」「
生
活
を
守
ろ
う
」

と
い
う
た
た
か
い
へ
、
み
な
さ

ん
の
奮
闘
を
お
願
い
し
た
い
。

二
つ
目
に
、
震
災
の
復
興
や

被
災
者
救
援
・
支
援
に
、
公
務

労
働
が
携
わ
る
重
要
性
が
認
識

さ
れ
、
公
務
を
減
ら
し
民
営
化

す
る
方
向
が
間
違
っ
て
い
た
こ

と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

私
た
ち
の
街
頭
宣
伝
で
も
震
災

以
降
、
公
務
労
働
に
市
民
は
期

待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

震
災
の
復
興
で
も
特
区
構
想

な
ど
、
大
企
業
は
ボ
ロ
も
う
け

を
ね
ら
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
い

う
動
き
に
向
き
合
い
、
住
民
の

く
ら
し
を
守
る
運
動
を
す
す
め

る
の
も
、
自
治
体
労
働
者
・
労

働
組
合
の
役
割
で
す
。

最
後
に
、
私
た
ち
が
た
た
か

う
た
め
に
は
、
組
織
の
強
化
拡

大
が
重
要
。
体
制
を
ど
う
強
化

す
る
の
か
、
そ
し
て
、
日
常
活

動
、
機
関
紙
の
配
布
、
会
議
の

開
催
な
ど
、
一
つ
ひ
と
つ
の
課

題
を
き
ち
っ
と
や
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
組
織
の
力
こ
そ
が
、
私

た
ち
の
要
求
を
大
き
く
前
進
さ

せ
る
力
で
す
。
と
も
に
が
ん
ば

り
ま
し
ょ
う
。
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梅
野
県
本
部
委
員
長
あ
い
さ
つ

「
最
低
賃
金
大
幅
引
き
上
げ
、

公
務
員
賃
金
改
善
、
国
民

本
位
の
財
政
実
現
」
の
３

つ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ

た
中
央
行
動
が
、
７
月
２８

日
、
全
労
連
や
国
民
春
闘

共
闘
、
東
日
本
大
震
災
労

働
者
対
策
本
部
の
主
催
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

日
比
谷
野
外
音
楽
堂
に

参
加
者
１
５
０
０
人
（
愛

知
か
ら
は
１３
単
組
２８
人
）

が
集
ま
り
、
福
島
県
労
連

な
ど
か
ら
連
帯
の
あ
い
さ

つ
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、各
省
庁
前
に
て「
復

興
財
源
の
確
立
や
民
主
的

行
財
政
の
確
立
、
消
費
税

の
増
税
反
対
」「
臨
時
・

非
常
勤
職
員
の
均
等
待

遇
、
正
規
職
員
化
」「
Ｔ

Ｐ
Ｐ
反
対
、
放
射
能
被
害

の
全
面
補
償
」
な
ど
を
訴

え
、
銀
座
の
町
を
パ
レ
ー

ド
し
、
住
民
に
も
宣
伝
し

ま
し
た
。
長
時
間
立
ち
っ

ぱ
な
し
で
、
む
し
暑
い
日

で
し
た
が
、
訴
え
る
意
志

は
強
く
、
大
き
く
ア
ピ
ー

ル
し
ま
し
た
。
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西川代議員
（名水労）

青木代議員
（名古屋市職労）

岡田代議員
（知立市職労）

彦坂代議員
（豊橋市職労）

高木代議員
（港職労）

武藤代議員
（名古屋市職労）

北野代議員
（犬山市職労）

山本代議員
（蒲郡市職）

水谷代議員
（名古屋市職労）

佐久間代議員
（岩倉市職）

新實代議員
（豊橋市職労）

河合代議員
（名古屋市職労）

上田代議員
（名水検）

山口代議員
（豊川市職労）

村上代議員
（なごや介護労組）

小山代議員
（豊橋市職労）

近藤代議員
（名水労）

彦坂代議員
（豊橋市職労）

森畑代議員
（名古屋市職労）

簗瀬代議員
（西尾市職）

伊藤代議員
（豊橋市職労）

鈴木代議員
（名古屋市職労）

知崎代議員
（名古屋市職労）

（昭和５３年６月２５日
第三種郵便物認可）（毎月２回１０

・２５日発行） （２）第１０３２号自治体 あいちの仲間２０１１年８月１０日・２５日（３）

新新
規規
のの
採採
用用
枠枠
をを
広広
げげ

組組
織織
拡拡
大大
へへ
もも

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
多
く

の
仲
間
を
東
北
に
派
遣
し
、
全

国
の
自
治
体
か
ら
も
評
価
を
受

け
た
。
し
か
し
、
こ
れ
以
上
合

理
化
さ
れ
る
と
、
職
場
が
ま
わ

ら
な
い
ば
か
り
か
、
技
術
の
伝

承
も
で
き
な
い
。
今
後
も
採
用

枠
を
拡
大
さ
せ
、
組
織
拡
大
に

も
力
を
入
れ
る
。

市市
民民
にに
頼頼
りり
にに
ささ
れれ
るる

保保
健健
所所
づづ
くく
りり
にに
全全
力力

震
災
で
、
自
治
体
労
働
者
の

重
要
性
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

し
か
し
、
名
古
屋
市
は
保
健
所

つ
ぶ
し
を
狙
っ
て
い
る
。
市
民

に
保
健
所
を
知
っ
て
も
ら
い
、

上
手
に
利
用
で
き
る
よ
う
「
ご

利
用
ガ
イ
ド
」
を
作
成
し
た
。

市
民
に
頼
り
に
さ
れ
る
保
健
所

づ
く
り
に
全
力
を
あ
げ
る
。

非非
正正
規規
のの
処処
遇遇
改改
善善
へへ

仲仲
間間
をを
ふふ
やや
しし
てて

非
正
規
公
共
評
の
立
場
か
ら

発
言
。
非
正
規
労
働
者
は
、
雇

用
の
不
安
を
い
だ
き
な
が
ら
、

一
時
金
や
経
験
加
算
、
通
勤
手

当
も
な
い
。
何
年
働
い
て
も
、

昨
日
来
た
人
と
同
じ
と
い
う
、

非
人
間
的
な
あ
つ
か
い
を
受
け

て
い
る
。
今
後
も
非
正
規
の
組

織
拡
大
に
奮
闘
し
、
要
求
実
現

に
向
け
て
ア
ピ
ー
ル
す
る
。

ボボ
ララ
ンン
テテ
ィィ
アア
でで
自自
らら
のの

仕仕
事事
のの
大大
切切
ささ
をを
実実
感感

自
治
労
連
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
土
木
職
場
の
代
表
５
名
が

参
加
。
活
動
を
通
じ
て
、
土
木

の
重
要
性
、
働
き
が
い
を
再
確

認
し
た
。
普
段
か
ら
行
っ
て
い

る
道
路
確
保
、
倒
木
除
去
な
ど

が
い
か
に
大
切
か
、
身
を
も
っ

て
実
感
。
今
後
も
い
っ
そ
う
努

力
し
、
住
民
が
安
心
し
て
く
ら

せ
る
街
を
つ
く
る
。

民民
営営
化化
のの
流流
れれ
をを
止止
めめ

非非
核核
名名
古古
屋屋
港港
をを

河
村
市
長
の
も
と
、
名
古
屋

港
は
民
営
化
の
動
き
が
あ
る
。

今
、
注
目
さ
れ
て
い
る
防
災
問

題
で
、
し
っ
か
り
と
政
策
を
う

ち
出
し
て
ア
ピ
ー
ル
し
、
民
営

化
の
流
れ
を
止
め
て
い
く
。

平
和
問
題
で
は
、
原
発
問
題

も
か
ら
め
た
学
習
会
を
行
い
、

非
核
名
古
屋
港
を
め
ざ
す
と
り

く
み
を
強
化
し
て
い
く
。

国国
のの
責責
任任
をを
放放
棄棄
すす
るる

新新
シシ
スス
テテ
ムム
はは
許許
ささ
なな
いい

非
常
勤
保
育
士
が
増
え
る

中
、
名
古
屋
で
は
臨
職
部
会
が

で
き
、
組
合
員
か
ら
頼
り
に
さ

れ
て
い
る
。
保
育
新
シ
ス
テ
ム

は
国
の
責
任
放
棄
で
あ
り
、
親

の
負
担
も
増
え
、
最
低
基
準
な

ど
も
悪
化
す
る
。
た
た
か
い
の

強
化
に
む
け
来
年
２
月
１８
日
〜

１９
日
に
愛
知
で
行
わ
れ
る
保
育

全
国
集
会
に
、
す
べ
て
の
単
組

が
参
加
し
、学
習
と
組
織
強
化
・

拡
大
を
す
す
め
よ
う
。

交交
渉渉
力力
のの
強強
化化
へへ

学学
習習
活活
動動
をを
広広
げげ

組
合
の
今
後
の
課
題
と
し

て
、
当
局
と
対
等
に
交
渉
で
き

る
よ
う
に
次
世
代
育
成
へ
学
習

へ
の
取
り
組
み
を
強
め
て
い

く
。
新
人
歓
迎
会
で
は
、
東
日

本
大
震
災
の
支
援
活
動
の
取
り

組
み
や
、
活
動
報
告
・
学
習
会

な
ど
を
行
い
、
組
合
ア
ピ
ー
ル

が
で
き
た
。

初初
任任
給給
引引
きき
上上
げげ
やや

夏夏
期期
休休
暇暇
がが
前前
進進

秋
の
た
た
か
い
で
看
護
師
の

初
任
給
の
引
き
上
げ
、
非
正
規

職
員
の
夏
期
休
暇
、
経
験
年
数

加
算
な
ど
を
勝
ち
と
っ
た
。
非

正
規
土
木
の
現
業
職
員
、
公
園

職
場
の
採
用
も
勝
ち
と
っ
た
。

青
年
部
学
習
会
を
行
っ
て
き
た

が
、
組
織
強
化
の
側
面
か
ら
青

年
部
へ
の
と
り
く
み
を
重
要
課

題
と
し
て
強
化
し
て
い
く
。

市市
民民
とと
のの
共共
同同
をを
広広
げげ

指指
定定
管管
理理
をを
止止
めめ
たた

河
村
市
長
か
ら
、
突
然
、
図

書
館
を
指
定
管
理
に
し
た
い
と

提
案
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
自

治
労
に
も
呼
び
か
け
市
民
集
会

を
ひ
ら
い
た
。
議
論
を
行
っ
た

結
果
、
行
政
責
任
を
放
棄
す
る

指
定
管
理
問
題
が
明
ら
か
に
な

り
、
市
民
か
ら
も
反
対
の
声
が

で
て
、
運
動
が
ひ
ろ
が
り
、
来

年
度
導
入
を
見
送
り
に
さ
せ

た
。パパ

ーー
トト
部部
会会
をを
結結
成成
しし

ヨヨ
ココ
のの
つつ
なな
がが
りり
もも

非
正
規
、
パ
ー
ト
部
会
を
結

成
し
、
定
期
的
に
会
議
を
開
い

て
活
動
し
て
い
る
。
中
心
的
な

メ
ン
バ
ー
も
出
て
き
て
、
独
自

の
交
流
企
画
を
行
な
い
、
横
の

つ
な
が
り
も
広
が
っ
た
。

組
織
拡
大
で
は
、
５
年
以
上

に
わ
た
っ
て
新
規
採
用
者
の
１

０
０
％
加
入
を
実
現
。
他
の
市

へ
も
働
き
か
け
を
行
い
、
さ
ら

に
組
織
拡
大
を
す
す
め
る
。

仕仕
事事
のの
見見
直直
しし
でで

現現
業業
職職
のの
枠枠
拡拡
大大
をを

組
合
の
組
織
強
化
や
運
動
を

強
め
る
に
は
、
若
い
人
が
入
ら

な
い
と
い
け
な
い
。
た
だ
運
動

す
る
だ
け
で
は
新
規
採
用
も
と

れ
な
い
。
県
本
部
の
具
体
的
な

方
針
を
聞
き
た
い
。毎
年
毎
年
、

新
規
採
用
を
勝
ち
と
っ
て
い
く

た
め
に
は
、
仕
事
の
見
直
し
を

行
い
、
自
分
ら
が
仕
事
を
つ

く
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

組組
合合
員員
のの
ふふ
れれ
ああ
いい

大大
切切
にに

組
合
員
が
、
日
常
的
に
労
働

組
合
に
ふ
れ
あ
う
に
は
、
組
合

事
務
所
に
来
て
も
ら
う
の
が
良

い
と
考
え
、「
喫
茶
い
か
り
」

を
始
め
る
な
ど
、
集
ま
り
や
す

い
工
夫
を
し
て
い
る
。
東
日
本

大
震
災
支
援
募
金
を
、
毎
月
給

料
日
に
２
０
０
円
ず
つ
集
め
て

支
援
を
強
め
て
い
る
。

雇雇
用用
保保
障障
のの
実実
現現
へへ

全全
員員
加加
入入
でで

組
合
結
成
か
ら
１
年
。
９６
名

の
組
合
員
が
現
在
１
２
０
名
に

増
加
。
組
合
で
は
、
熱
中
症
対

策
の
要
求
か
ら
、
健
康
管
理
カ

ー
ド
を
配
っ
た
り
、
ハ
ン
デ
ィ

の
持
ち
帰
り
要
求
を
出
し
た
り

し
た
。
今
年
度
は
、
６０
歳
契
約

更
新
や
、
雇
用
保
障
の
要
求
実

現
を
め
ざ
す
と
と
も
に
、
組
合

全
員
加
入
に
と
り
く
む
。

つつ
ぶぶ
やや
きき
をを
大大
切切
にに

組組
合合
拡拡
大大
へへ
前前
進進

「
新
沢
さ
ん
の
コ
ン
サ
ー
ト

を
聞
き
た
い
」
と
い
う
組
合
員

の
つ
ぶ
や
き
か
ら
「
わ
く
わ
く

講
習
会
」
を
開
催
し
、
つ
ぶ
や

き
か
ら
要
求
を
高
め
る
と
い
う

意
味
を
実
感
し
た
。
当
日
は
約

３
０
０
名
の
参
加
が
あ
り
、
大

成
功
し
た
。
こ
れ
を
き
っ
か
け

に
豊
川
・
蒲
郡
で
２
人
の
組
合

加
入
が
あ
り
、
ひ
き
つ
づ
き
拡

大
を
す
す
め
る
。

介介
護護
保保
障障
のの
充充
実実
のの

つつ
どど
いい
へへ

ぜぜ
ひひ

介
護
保
険
法
が
し
っ
か
り
と

審
議
も
さ
れ
ず
「
改
正
」
さ
れ

た
。
医
療
行
為
の
一
部
を
介
護

職
員
が
行
う
な
ど
、
安
全
が
問

わ
れ
る
。
国
庫
負
担
の
増
額
も

な
い
。
保
障
の
充
実
へ
運
動
を

強
め
た
い
。
９
月
２５
日
に
介
護

労
働
者
の
つ
ど
い
を
行
う
の

で
、
ぜ
ひ
参
加
を
。

職職
員員
増増
とと

公公
的的
病病
院院
をを
守守
れれ

自
治
体
リ
ス
ト
ラ
で
公
的
病

院
が
縮
小
し
て
い
く
な
か
、
東

日
本
大
震
災
が
起
こ
っ
た
。
患

者
を
診
る
と
こ
ろ
も
な
く
、
公

的
病
院
の
重
要
性
を
再
認
識
し

た
。
患
者
が
安
心
し
て
誰
で
も

公
平
な
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
、
公
的
病
院
を
ま
も
り
、
職

員
を
増
や
す
と
り
く
み
を
行
っ

て
い
る
。

災災
害害
支支
援援
もも
阻阻
むむ

委委
託託
化化
許許
ささ
なな
いい

東
北
支
援
で
、
２
２
８
人
派

遣
し
た
が
、
こ
れ
だ
け
出
し
て

も
通
常
業
務
を
こ
な
せ
る
力
を

持
っ
て
い
る
。
他
都
市
で
は
構

造
改
革
の
な
か
で
委
託
化
が
す

す
ん
で
い
る
。
こ
れ
が
す
す
む

と
派
遣
で
き
る
か
わ
か
ら
な

い
。
全
国
の
仲
間
を
支
え
ら
れ

る
体
制
を
守
っ
て
い
く
。

女女
性性
のの
立立
場場
をを
無無
視視
しし
たた

ササ
ママ
ーー
タタ
イイ
ムム
反反
対対

豊
橋
で
は
サ
マ
ー
タ
イ
ム
制

度
が
強
行
さ
れ
た
。
育
児
、
家

事
、介
護
の
問
題
な
ど
が
あ
り
、

仕
事
を
し
て
い
る
女
性
の
立
場

を
考
え
な
い
発
想
で
あ
る
。
み

ん
な
の
要
求
を
集
め
、
交
渉
し

て
い
く
組
合
の
大
切
さ
を
身
を

も
っ
て
実
感
。
女
性
部
を
絶
や

す
こ
と
な
く
支
え
て
い
く
。

自自
らら
のの
言言
葉葉
でで

組組
合合
加加
入入
をを
訴訴
ええ
るる

名
古
屋
市
は
今
年
度
２
９
９

人
の
新
規
採
用
が
あ
り
、
１
８

３
人
が
組
合
加
入
。
定
例
会
議

の
出
席
率
を
高
め
議
論
し
、
各

支
部
の
教
訓
を
い
か
し
た
。
歓

迎
会
な
ど
で
、
若
い
組
合
員
が

自
分
の
言
葉
で
労
働
組
合
を
語

り
、
加
入
を
訴
え
る
。
こ
れ
が

成
功
の
カ
ギ
。

倉倉
田田
公公
災災
認認
定定
へへ

もも
うう
一一
回回
りり
のの
支支
援援
をを

倉
田
公
災
認
定
闘
争
で
、
本

人
の
証
人
申
請
が
認
め
ら
れ

た
。
９
月
５
日
の
高
裁
で
結
審

の
予
定
。
署
名
２
万
筆
達
成
へ

ご
協
力
を
。
今
年
４
月
に
お
こ

な
っ
た
３
町
と
の
合
併
で
、
職

員
駐
車
場
が
不
足
。
こ
う
し
た

問
題
を
解
決
し
な
が
ら
、
組
合

へ
の
信
頼
を
高
め
、
組
織
拡
大

に
つ
な
げ
て
い
る
。

みみ
んん
なな
のの
意意
見見
大大
切切
にに

信信
頼頼
高高
まま
るる
組組
合合
活活
動動

確
定
闘
争
で
は
、
昇
格
期
間

の
短
縮
を
勝
ち
と
っ
た
。
サ
マ

ー
タ
イ
ム
に
つ
い
て
、
お
昼
に

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
た
。
職
場

か
ら
は
「
私
た
ち
の
意
見
を

し
っ
か
り
聞
い
て
く
れ
る
」と
、

組
合
へ
の
信
頼
が
高
ま
っ
た
。

過過
密密
労労
働働
のの
改改
善善
へへ

職職
場場
かか
らら
とと
りり
くく
みみ
をを

臨
時
職
員
は
正
規
と
同
じ
仕

事
を
し
て
い
る
が
、
処
遇
は
劣

悪
で
あ
る
。
非
正
規
の
組
合
員

を
増
や
し
、
改
善
に
向
け
と
り

く
み
を
強
化
す
る
。
職
場
の
過

密
労
働
は
深
刻
で
、
職
員
の
メ

ン
タ
ル
も
増
え
て
い
る
。
改
善

に
向
け
運
動
を
強
め
る
。

いい
まま
ここ
そそ
憲憲
法法
２２５５
条条

輝輝
かか
せせ
よよ
うう

昨
年
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

で
、
働
き
た
く
て
も
働
け
な
い

人
が
増
加
し
、
中
小
企
業
に
も

仕
事
が
な
い
実
態
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。
し
っ
か
り
と
市
政
に

反
映
さ
せ
る
。
苦
し
い
時
代
だ

か
ら
こ
そ
、
憲
法
２５
条
を
ま
も

り
、
活
か
す
こ
と
が
必
要
だ
。

●
２３
人
が
発
言
。
現
業
の
退

職
不
補
充
路
線
を
ど
う
突
破

す
る
の
か
。
豊
橋
市
職
労
の

例
を
あ
げ
て
言
え
ば
、
用
務

員
の
み
な
さ
ん
の
仕
事
に
と

り
く
む
姿
勢
、
と
り
く
み
方

を
通
し
、
労
働
組
合
だ
け
で

な
く
当
局
も
含
め
て
合
意
を

形
成
し
て
い
る
。
現
業
と
非

現
業
と
い
う
だ
け
で
な
く
、

正
規
と
非
正
規

と
い
う
問
題
も

含
め
て
、
要
求

闘
争
の
前
進
と
い
う
問
題

を
、
統
一
的
に
と
ら
え
る
必

要
が
あ
る
。

●
東
日
本
大
震
災
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
は
、
日
常
的
に

や
っ
て
い
る
業
務
と
の
関
係

で
そ
の
専
門
性
・
役
割
を
生

か
す
と
い
う
報
告
が
あ
っ

た
。
ど
う
や
っ
て
私
た
ち
の

要
求
と
住
民
の
要
求
を
結
び

つ
け
て
と
り
く
ん
で
い
く
の

か
、
検
討
・
運
動
方
向
を
追

求
・
模
索
を
し
て
い
き
た
い
。

●
賃
金
闘
争
に
つ
い
て
は
、

人
勧
制
度
が
な
く
な
り
、
職

場
で
丁
寧
な
討
論
と
要
求
確

立
を
し
て
、
要
求
の
提
出
・

交
渉
・
妥
結
・
協
定
を
結
ぶ

と
い
う
関
係
に
な
っ
て
く

る
。
こ
の
秋
の
確
定
闘
争
、

来
春
闘
に
む
け
て
の
要
求
確

立
に
む
け
た
と
り
く
み
を
今

か
ら
学
習
と
対
話
を
基
礎
に

準
備
を
お
願
い
し
た
い
。

●
地
域
主
権
改
革
。
住
民
生

活
と
直
接
結
び
つ
く
医
療
・

保
育
・
介
護
・
学
校
給
食
な

ど
が
、
い
よ
い
よ
正
面
課
題

に
な
っ
て
き
て
い
る
。
現
行

最
低
基
準
を
維
持
・
発
展
さ

せ
る
条
例
化
運
動
の
強
化
を

し
て
い
き
た
い
。

●
社
会
保
障
問
題
は
、
秋
の

臨
時
国
会
の
大
き
な
テ
ー
マ

に
な
っ
て
く
る
。
税
と
社
会

保
障
の
改
革
の
基
本
合
意
が

さ
れ
、具
体
化
さ
れ
て
く
る
。

民
主
団
体
と
の
共
同
を
広
げ

て
社
会
保
障
の
改
悪
、
消
費

税
増
税
を
許
さ
な
い
立
場
で

と
り
く
み
を
強
め
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

●
組
織
強
化
・
拡
大
で
は
、

役
員
の
交
代
期
を
む
か
え
、

次
世
代
問
題
が
重
要
に
。
労

働
組
合
の
歴
史
と
実
践
的
な

交
渉
ご
と
を
含
め
た
県
本
部

役
員
学
校
を
秋
以
降
に
具
体

化
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
財

政
の
健
全
化
に
と
っ
て
も
、

要
求
闘
争
の
前
進
に
と
っ
て

も
組
織
拡
大
は
重
要
。
非
正

規
を
中
心
に
、
と
り
く
み
を

強
め
て
い
き
た
い
。

●
労
働
者
の
生
活
再
建
へ
、

大
き
く
前
進
し
て
い
こ
う
。

執執
行行
部部
答答
弁弁

伊藤書記長

大大会会

討討論論

委
員
総
数
４０
名
中
２２
名
が

出
席
。
過
半
数
以
上
に
達
し

て
い
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し

た
。
小
委
員
会
は
、
財
政
局

長
よ
り
２
０
１
０
年
度
決
算

お
よ
び
２
０
１
１
年
度
予
算

案
を
説
明
。討
論
の
要
旨
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

◎
今
年
は
、
１０
％
カ
ッ
ト
や

消
費
税
増
税
攻
撃
に
対
決
す

る
た
め
に
、
繰
入
金
を
含
め

て
た
た
か
う
体
制
確
立
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

◎
そ
の
上
で
、
繰
入
金
な
し

で
財
政
が
ま
わ
る
よ
う
に
活

動
を
精
査
し
、
中
期
的
な
財

政
計
画
を
立
て
て
検
討
し
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま

す
。

◎
パ
ー
ト
・
臨
時
職
員
の
組

合
費
の
納
入
率
を
制
度
値
の

８０
％
に
引
き
上
げ
る
が
、
賃

金
水
準
が
低
く
、
組
合
費
が

安
い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
単

組
理
由
を
考
慮
し
、
調
整
し

て
い
き
ま
す
。

◎
運
動
を
前
進
さ
せ
る
た
め

に
も
組
織
拡
大
は
重
要
で

す
。
正
規
の
拡
大
を
追
求
す

る
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

パ
ー
ト
・
臨
時
が
増
え
て
い

る
状
況
か
ら
も
、
個
別
の
単

組
事
情
な
ど
細
か
く
分
析
し

な
が
ら
、
そ
こ
で
の
と
り
く

み
を
強
化
す
る
こ
と
が
、
３

万
人
自
治
労
連
へ
向
け
て
も

重
要
で
す
。

◎
共
済
は
、
組
合
員
に
と
っ

て
の
メ
リ
ッ
ト
と
い
う
だ
け

で
な
く
、
組
合
費
と
し
て
毎

月
掛
け
金
が
入
っ
て
く
る
の

で
財
政
的
に
も
う
る
お
い
ま

す
。
組
織
拡
大
と
両
輪
の
と

り
く
み
と
し
て
、
と
り
く
む

こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

財
政
小
委
員
会
報
告

財政小委員長
村田代議員

（名古屋市職労）

（
県
本
部
２
０
１
１
年
度
新
役
員
）

役

職

名

氏

名

出

身

単

組

執
行
委
員
長

伊
藤

慎
次

名
古
屋
市
職
労

副
執
行
委
員
長

柳

進

直
属
分
会

〃

大
橋

宗
明

名
古
屋
市
職
労

〃

長
坂

圭
造

豊
橋
市
職
労

〃

林

達
也

犬
山
市
職
労

書

記

長

望
月

敦

春
日
井
市
職
労

書

記

次

長

伊
藤

英
一

豊
橋
市
職
労

財

政

局

長

永
井

和
彦

直
属
分
会

執

行

委

員

村
田

茂

名
古
屋
市
職
労

〃

市
川
京
之
助

西
尾
市
職

〃

鈴
木

常
浩

直
属
分
会

〃

佐
賀

達
也

名
水
労

〃

竹
下

秀
和

蒲
郡
市
職

〃

藪
田

芳
秀

幸
田
町
職
労

〃

小
泉

勇
志

武
豊
町
職
労

〃

小
川

薫

岩
倉
市
職

〃

見
田

久

あ
ま
市
民
病
院
労
組

〃

村
上
小
百
合

清
須
市
職
労

〃

徳
田

好
宣

名
古
屋
市
職
労

〃

山
本

学

豊
橋
市
職
労

〃

原
田

直
己

名
古
屋
市
職
労

〃

酒
井

文
子

名
古
屋
市
職
労

〃

岡
田
美
穂
子

知
立
市
職
労

会

計

監

査

林

公
代

名
古
屋
市
病
職
労

〃

岡
田

隆
二

蒲
郡
社
福
労

〃

熊
谷

弘

半
田
市
職

特
別
執
行
委
員

大
黒

作
治

名
古
屋
市
職
労

〃

中
川

悟

名
古
屋
市
職
労

〃

平
野

正
一

直
属
分
会

〃

梅
野

敏
基

瀬
戸
市
職
労

〃

吉
良
多
喜
夫

直
属
分
会

〃

大
谷
宇
太
巳

名
水
労

〃

羽
根

克
明

名
古
屋
市
職
労

〃

井
筒

洋
一

岩
倉
市
職

〃

来
本

吉
司

蒲
郡
市
職

大大ききなな共共同同でで新新ししいい労労働働運運動動をを

要旨

憲法と地方自治を擁護し

住
民
の
く
ら
し
を
守
る
自
治
体
と

支
え
ら
れ
る
職
場
を
つ
く
ろ
う



（４）自治体 あいちの仲間２０１１年８月１０日・２５日 第１０３２号 （１０・２５日毎月２回発行 昭和５３年６月２５日 第三種郵便物認可）

原原水水禁禁２２００１１１１世世界界大大会会・・長長崎崎

核核兵兵器器全全面面禁止
アアピピールル署名名

８
月
７
日
か
ら
９
日
に
か
け

て
「
原
水
爆
禁
止
２
０
１
１
世

界
大
会
―
長
崎
」
が
長
崎
市
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
福

島
原
発
事
故
も
あ
り
「
核
」
に

対
し
て
特
別
に
関
心
が
高
ま
る

大
会
と
な
り
ま
し
た
。

開
会
あ
い
さ
つ
で
長
崎
市
長

は
、「
僕
た
ち
は
微
力
だ
け
れ

ど
無
力
じ
ゃ
な
い
。
必
ず
社
会

は
変
え
ら
れ
る
」
と
高
校
生
た

ち
が
希
望
に
み
ち
た
言
葉
で
署

名
を
集
め
て
い
る
こ
と
を
紹
介

し
、
声
を
あ
げ
る
こ
と
の
大
切

さ
、
署
名
を
広
げ
る
こ
と
の
大

切
さ
を
訴
え
ま
し
た
。
自
治
労

連
愛
知
か
ら
は
８
単
組
２５
人
が

参
加
。
戦
争
の
悲
惨
さ
か
ら
目

を
ふ
さ
ぎ
た
く
て
、
平
和
の
問

題
に
関
わ
っ
て
こ
な
か
っ
た
と

話
し
て
く
れ
た
名
古
屋
病
院
労

組
の
加
藤
早
織
さ
ん
は
、「
昨

年
の
世
界
大
会
で
、
被
爆
者
が

高
齢
に
な
り
、
核
の
恐
ろ
し
さ

を
伝
え
る
人
が
い
な
く
な
る
実

情
を
知
っ
た
。
若
者
が
参
加
す

る
意
味
を
他
の
人
に
も
伝
え
、

多
く
の
若
者
に
参
加
し
て
欲
し

い
」
と
、
今
年
は
組
合
の
仲
間

と
一
緒
に
参
加
。
名
古
屋
市
職

労
や
瀬
戸
市
職
労
の
参
加
者

は
、
仲
間
か
ら
預
か
っ
た
折
り

鶴
を
慰
霊
碑
に
捧
げ
、
戦
死
さ

れ
た
方
を
弔
い
ま
し
た
。

「
ホ
ン
モ
ノ
の
地
方
自
治
は

こ
こ
に
あ
る
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

を
掲
げ
た
第
５３
回
自
治
体
学
校

が
奈
良
市
内
で
７
月
２３
日
〜
２５

日
に
開
か
れ
、
１８
の
分
科
会
・

講
座
と
２
つ
の
現
地
分
科
会
に

１
０
０
０
人
が
参
加
。
地
方
自

治
の
本
来
の
あ
り
方
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。

記
念
講
演
で
は
、
神
戸
女
学

院
大
学
教
授
の
石
川
康
宏
さ
ん

が
「
今
の
民
主
党
政
権
は
、
財

界
の
要
求
を
言
わ
れ
る
と
お
り

に
受
け
入
れ
て
い
る
」と
分
析
、

「
我
々
が
よ
っ
て
立
つ
の
は
憲

法
１３
条
の
幸
福
追
求
権
と
憲
法

２５
条
の
生
存
権
」
と
し
、「
政

治
に
強
い
市
民
に
な
ろ
う
」
と

呼
び
か
け
。「
そ
の
た
め
に
は

学
問
を
す
る
こ
と
、
学
び
を
生

活
の
一
部
と
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
」
と
強
調
し
ま
し
た
。

最
終
日
に
は
、
中
嶋
信
自
治

体
学
校
長
（
徳
島
大
学
教
授
）

が
特
別
講
演
を
行
な
い
ま
し

た
。
中
嶋
さ
ん
は
「
わ
か
る
と

は
何
か
」
と
問
い
か
け
、「
話

し
、
書
く
な
か
で
認
識
は
深

ま
っ
て
い
く
」
と
説
明
。
各
地

の
自
治
体
ら
し
い
と
り
く
み
を

紹
介
し
て
、「
地
方
自
治
の
担

い
手
に
な
ろ
う
」
と
参
加
者
へ

呼
び
か
け
ま
し
た
。
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今
年
度
の
県
本
部
機
関
紙
コ

ン
ク
ー
ル
は
、
７
単
組
・
２７
紙

（
１
種
７
紙
、
２
種
１４
紙
、
３

種
６
紙
）が
エ
ン
ト
リ
ー
。「
読

み
や
す
い
紙
面
づ
く
り
」「
み

ん
な
が
参
加
す
る
機
関
紙
づ
く

り
」
を
選
考
基
準
に
、
７
月
７

日
、
審
査
委
員
会
を
行
い
ま
し

た
。
結
果
は
、
以
下
の
と
お
り

で
す
。

【
入
選
作
品
】

第
１
種
（
政
令
・
都
市
職
）

・
入

賞
「
学
事
労
」（
学
事

労
）

・
入

賞
「
あ
し
な
み
」（
豊

橋
市
職
労
）

・
努
力
賞
「
知
立
市
職
労
ニ
ュ

ー
ス
」（
知
立
市
職
労
）

第
２
種
（
町
村
職
、
政
令
・
都

市
職
の
支
部
・
分
会
）

・
優
秀
賞
「
用
務
員
だ
よ
り
」

（
豊
橋
市
職
労
・
教
育
支
部

・
用
務
員
分
会
）

・
入

賞
「
う
え
ぃ
ぶ
」（
豊

橋
市
職
労
・
病
院
支
部
）

・
入

賞
「
な
か
し
ぶ
」（
名

古
屋
市
職
労
・
中
区
役
所
支

部
）

第
３
種
（
補
助
組
織
、
職
域
部

会
、
専
門
部
）

・
優
秀
賞
「
Ｎ
☆
Ｙ
ｏ
ｕ
ｔ

ｈ
」（
名
古
屋
市
職
労
・
西
区

役
所
支
部
・
青
年
部
）

・
入

賞
「
か
ざ
ぐ
る
ま
」（
豊

橋
市
職
労
・
青
年
部
）

が
ん
ば
り
が
伝伝
わ
っ
た
紙
面面

２２
００
１１
１１
県県
本本
部部
機機
関関
紙紙
ココ
ンン
クク
ーー
ルル

第
５３
回
自
治
体
学
校
・
奈
良

旅旅行行へへ行行くくなならら

自自治治労労連連共共済済 のの

行行事事ススポポッットト共共済済

●
港
職
労
（
７
月
２７
日
）

執
行
委
員
長

高
木

強

副
執
行
委
員
長

脇
坂

宗
勝

書

記

長

後
藤

総

●
長
久
手
町
職
労（

７
月
２７
日
）

執
行
委
員
長

名
久
井
洋
一

副
執
行
委
員
長

戸
谷

純

〃

加
藤

朝
美

書

記

長

長
谷
川
礼
菜

書

記

次

長

長
尾

啓
子

●
春
日
井
市
職
労（

８
月
２
日
）

執
行
委
員
長

加
賀

義
之

副
執
行
委
員
長

小
寺
美
保
子

書

記

長

黒
田

重
喜

財

政

部

長

鬼
頭

慶
一

書

記

次

長

後
藤

真
実

●
豊
川
市
職
労
（
８
月
４
日
）

執
行
委
員
長

大
井

宗
人

副
執
行
委
員
長

浦
野

芳
正

書

記

長

山
口

晴
彦

会

計

鈴
木

慎
也

●
豊
橋
市
職
労
（
８
月
６
日
）

執
行
委
員
長

長
坂

圭
造

副
執
行
委
員
長

泊

真
理
子

〃

伊
藤

彰
洋

〃

加
藤

健
治

書

記

長

村
田

和
広

書

記

次

長

桑
名
闘
志
也

７／２３～２５日

１
０
２
９
号
の
ク
イ
ズ
の
答

え
は「
セ
ミ
シ
グ
レ
」で
し
た
。

４５
通
の
応
募
が
あ
り
、
４５
通
が

正
解
で
し
た
。

以
下
の
方
に
図
書
カ
ー
ド
を

送
り
ま
す
。

小
島

克
己（
名
古
屋
市
職
労
）

堀

貫
像（
名
古
屋
市
職
労
）

島
田

秀
年（
名

水

労
）

青
木

敬
介（
学

事

労
）

村
田

昌
彦（
豊
橋
市
職
労
）

鈴
木

利
幸（
豊
橋
市
職
労
）

山
口
惠
美
子（
半

田

市

職
）

田
中

良
江（
瀬
戸
市
職
労
）

吉
本
小
枝
子（
春
日
井
市
職
労
）

真
野

友
貴（
岩

倉

市

職
）

左
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ

ル
を
解
き
、
解
答
お
よ
び
名

前
・
組
合
名
・
職
場
を
ハ
ガ

キ
に
書
い
て
送
っ
て
く
だ
さ

い
。
抽
選
で
１０
名
に
図
書
カ

ー
ド（
１
０
０
０
円
分
）を
贈

呈
し
ま
す
。

〒
４
６
２
�
０
８
４
５

名
古
屋
市
北
区
柳
原
３
丁
目

７
�
８

自
治
労
連
愛
知
県

本
部
教
宣
部

締
め
切
り
は

９
月
３０
日
必
着
。
ハ
ガ
キ
に

必
ず
近
況
や
職
場
で
の
話

題
、「
あ
い
ち
の
仲
間
」
の

感
想
や
載
せ
て
ほ
し
い
話
な

ど
、書
き
添
え
て
く
だ
さ
い
。

ク
イ
ズ
の当当

選選
者者

核核廃絶絶・原原発ゼゼロロへへ

をを広広げげよようう��

表彰状を受けとる豊橋市職労・用務員分会

長崎市役所の慰霊碑に折り鶴を

自治体学校で講演する石川康宏さん

署名は現在５４万筆をこえる（８／７現在）

単単
組組
定定
期期
大大
会

役役
員員
紹
介


